特定健診・特定保健指導等の受託機関の手続き等について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県保健福祉部健康増進課
　医療制度改革により、平成２０年度から、医療保険者に義務づけられる特定健康診査・特定保健指導については、医療保険者ができる限り多くの対象者に確実に実施できるよう、また、健診・保健指導機関の自由で公平な競争により良質なサービスが低廉に提供されるよう、民間の事業者も含め多様な機関へのアウトソーシングが行えるようになります。
受託機関になるには、一定の基準を満たすとともに、所定の手続きが必要です。
受託機関等の基準及び申請方法については、厚生労働省のホームページに公開されております。

記

　受諾機関の条件及び手続きの詳細は次にアクセスしてください
（標準的な健診・保健指導プログラム：特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手引きに詳細記載）

ダウンロード先

http://www.mhlw.go.jp/bunya/shakaihosho/iryouseido01/info03a.html（標準的な健診・保健指導プログラム）

http://www.mhlw.go.jp/bunya/shakaihosho/iryouseido01/info03d.html（特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手引きに記載）

